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ッケージ化して HOPE/DrABLE-EX として広く医療機関にお使い頂いている[1]。 
 
■業務を支援する画像システム 
 病院内で発生する画像に、一般撮影(CR)や CT，MRI のような断層画像、血管造影や超音波などの動
画像、内視鏡の画像などがある。HOPE/DrABLE-EX は、一人の患者の様々な検査を俯瞰することがで
きる（図１）。また、同じ種類の検査を時系列に並べて病巣の変化を観察することもできるので、経過
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（6） その他（セットになっている画像の並び順, 左右識別文字板の入れ忘れなど） 
 現在、検像運用を行っている施設では、検像専任担当者を配置しているのが実態である。しかし、上
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理上の問題から技術的な問題まで様々な問題が発生している。例えば、CD に同梱されているビューア
























可視化手段の例を一つ示す。CT で 1mm のスライス厚、間隔の画像が低線量・短時間で撮影できる
ようになったことで精密な断層画像が生成されるようになったが、断層画像から病変部分の全体像を頭
の中で再生するのは読影の専門家でないと困難である。そこで、例えば当社の開発した興味領域のみを
即時に 3 次元表示できる機能「ROI VR」を使えば専門医でなくとも病変の全体を捉えやすくなる（図
















図６ 時系列で肺内結節のボリュームを半自動で計測した例。この例では VDT(Volume Doubling 
Time)は 163 日と計算された。 
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